
■ふるさと創生基金事業 事業決定までの流れ（平成22年度事業を事例とする）
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山古志地域における
平成22年度の取り組みスケジュール

・地域委員会で事業の意見聴取
　（H20.12）

・実行委員会会議で事業案作成
　（H20.12）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.2）

・実行委員が事業のアイディア出し
　（H20.11）

・事務局でアイディアを整理
　（H20.11）

・実行委員会で事業案作成
　(H20.12）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.1）

・実行委員が
事業の案出し
　（H20.10）

・実行委員会で事業案整理・作成
　（H20.11～H21.2 ３回の議論を実施）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.3）

・事務局が事業案作成
　（H20.11）

・実行委員会で意見聴取・事業案完成
　（H20.11～12 計2回）

・地域委員会に事業案を提出、承認
　（H21.2）

・支所各課が
事業の案出し
　（H20.10）

・事務局が案をまとめ、素案作成
　（H20.10）

・第1回実行委員会会議で事業案作成
　（H20.11）

・地域委員会に事業案を提出、承認
　(H20.11）

・地域委員が
事業の案出し
　（H20.10）

・職員が
事業の案出し
　（H20.10）

・地域委員が
事業の案出し
　（H20.10）

・事務局が地域委員の意見を基に
事業案作成　（H20.11）

・実行委員会会議で事業案作成
　（H20.11）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.2）

・実行委員会で事業案整理・作成
　（H20.12～H21.1 ３回の議論を実施）

・実行委員が
事業の案出し
　（H20.9）

・事務局が
事業の案出し
　（H20.9）

・正副地域委員長に事業案提示、意
見聴取（H21.2）

・第4回実行委員会会議で事業案修
正（H21.2）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.2）

・実行委員会会議で事業の案出し
（H20..6）

・事務局が素案を作成（H20.6）

・第４回実行委員会会議で事業案の
最終形完成（H21.1）

・実行委員会で事業案整理・作成
　（H20.8～H20.11） ２回の議論を実施

・地域委員会に事業案を提出、意見
聴取（H20.12）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.4）

・第2回実行委員会会議で事業案の
最終形完成（H20.12）

・実行委員が
事業の案出し
　（H20.9）

・事務局が
事業の案出し
　（H20.9）

・地域委員会に事業案を提出、意見
聴取（H20.11）

・正副地域委員長、事務局で協議
（H20.12）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H21.1）

・実行委員が
事業の案出し
　（H22.11）

・実行委員会で事業案整理・作成
　（H22.11～H23.2 ２回の議論を実施）

・地域委員会へ事業案の提出、承認
　（H23.2）

・地域委員が
事業の案出し
　（H22.11）
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